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北
朝
鮮
に
よ
る
テ
ロ
等

一　
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
年
）
九
月
に
行
わ
れ
た

日
朝
首
脳
会
談
で
、
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
が
日
本

人
拉
致
問
題
に
つ
い
て
、「
特
殊
機
関
の
一
部
の
盲
動

主
義
者
ら
が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か
か
る
行
為
を

行
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て

謝
罪
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
北
朝
鮮
か
ら
生
存
が
伝

え
ら
れ
た
五
人
の
拉
致
被
害
者
が
帰
国
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
五
月
及
び
同
年

七
月
に
は
、
こ
れ
ら
拉
致
被
害
者
家
族
の
帰
国
・
来

日
が
実
現
し
ま
し
た
。

二　
拉
致
の
目
的

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い
て

は
、
そ
の
目
的
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
諸
情
報
を
総
合
す
る
と
、
北
朝
鮮
工
作
員
が

日
本
人
の
よ
う
に
振
る
舞
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

教
育
を
行
わ
せ
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
日
本

に
潜
入
し
て
、
拉
致
し
た
者
に
な
り
す
ま
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
主
要
な
目

的
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
金
正
日
国
防
委
員

長
は
、
日
朝
首
脳
会
談
の
席
上
、
日
本
人
拉
致
の
目

的
に
つ
い
て
、「
一
つ
目
は
特
殊
機
関
で
日
本
語
の
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
つ
目
は
他
人
の

身
分
を
利
用
し
て
南
（
韓
国
）
に
入
る
た
め
で
あ
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
よ
ど
号
」
犯
人
の
元
妻
は
、
金キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン

日
成
主

席
か
ら
「
革
命
の
た
め
に
は
、
日
本
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
党
を
創
建
せ
よ
。
党
の
創
建
に
は
、
革

命
の
中
核
と
な
る
日
本
人
を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
教
示
を
受
け
た
田
宮
高

麿
か
ら
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ
れ
た
旨
証
言
し
て
お

り
、
日
本
人
拉
致
の
背
景
に
は
、
金
日
成
主
義
に
基

づ
く
日
本
革
命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得
と
い
う
目

的
も
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

三　
拉
致
容
疑
事
案
（
一
一
件
一
六
人
）
の
概
要

　

警
察
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案

に
つ
い
て
、
被
害
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
り
、
事
案

発
生
の
時
点
で
目
撃
者
も
お
ら
ず
、
証
拠
も
ほ
と
ん

ど
残
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
下
、
こ
れ
ま
で
懸
命
の

捜
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
警
察
は
、
関
係
者
か
ら
の
事
情
聴

取
、
付
近
の
聞
き
込
み
等
の
裏
付
け
捜
査
、
国
内
外

の
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
等
、
鋭
意
関
連
情
報
の

収
集
と
証
拠
の
積
み
上
げ
に
努
め
、
長
期
間
に
わ
た

る
地
道
な
捜
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

最
近
で
は
、
二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）
四
月
に
、
神

戸
市
内
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
田
中
実
さ
ん
の
事

案
を
新
た
に
拉
致
容
疑
事
案
と
判
断
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
は
合
計
で
一
一

件
一
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
事
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

北
朝
鮮
に
よ
る

　

  

日
本
人
拉ら

致
容
疑
事
案

日朝首脳会談（2002年（平成14年）９月、平壌）（共同）
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四　
拉
致
容
疑
事
案
の
捜
査
状
況
等　

　

警
察
は
、
原
敕た

だ

晁あ
き

さ
ん
拉
致
の
実
行
犯
で
あ
る
北

朝
鮮
工
作
員
・
辛シ

ン
・
グ
ァ
ン
ス

光
洙
、
有
本
恵
子
さ
ん
拉
致
の

実
行
犯
で
あ
る
「
よ
ど
号
」
犯
人
・
魚
本
（
旧
姓
・

安
部
）
公
博
、
宇う

出し

津つ

事
件
の
主
犯
格
で
あ
る
北
朝

鮮
工
作
員
・
金

キ
ム
・

世セ

ホ鎬
に
つ
い
て
、
逮
捕
状
の
発
付

を
得
て
、
国
際
手
配
を
行
う
と
と
も
に
、
外
務
省
を

通
じ
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
身
柄
の
引
渡
し
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
一
件
一
六
人
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
所
要
の
捜
査
や
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た

第
三
回
日
朝
実
務
者
協
議
で
は
、
日
本
政
府
代
表
団

に
警
察
庁
の
職
員
が
新
た
に
参
加
し
ま
し
た
。
協
議

に
お
い
て
、
北
朝
鮮
側
よ
り
日
本
政
府
代
表
団
に
提

出
さ
れ
た
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
「
遺
骨
」
で
あ
る

と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
の
知
見
を
有
す
る
専
門
家
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
検

出
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
骨
片
一
○
片
を
慎
重
に
選

定
し
、
関
係
警
察
よ
り
、
国
内
最
高
水
準
の
研
究
機

関
（
帝
京
大
学
及
び
科
学
警
察
研
究
所
）
に
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
を
嘱
託
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
帝
京
大
学
に

鑑
定
を
嘱
託
し
た
骨
片
五
個
中
四
個
か
ら
同
一
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
、
ま
た
、
他
の
一
個
か
ら
別
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
横
田
め
ぐ

発生時期・場所 事案（事件）名 事　案　の　概　要

1977年（昭和52年）９月
石川県鳳

ふ

至
げし

郡
宇
う

出
し

津
つ

事件

北朝鮮工作員に取り込まれた在日朝鮮人が、在日米軍に関する情報収集や対韓国工作に
従事していたところ、「45歳から50歳位の日本人独身男性を北朝鮮に送り込め」との指
示を受け、かねてから知人であった東京都在住の日本人男性を海岸に連れ出し、工作船
で迎えに来た別の北朝鮮工作員に同人を引き渡したもの（主犯格の北朝鮮工作員・金世
鎬の逮捕状を得て、国際手配。）。

1977年（昭和52年）11月
新潟県新潟市 少女拉致容疑事案 当時13歳の横田めぐみさんが、部活動を終えて中学校から帰宅する途中、海岸から数百

メートル離れた地点で友人と別れた後消息を絶ち、行方不明となったもの。
1978年（昭和53年）６月頃
兵庫県神戸市

元飲食店店員
拉致容疑事案

神戸市の飲食店に出入りしていた田中実さんが、北朝鮮からの指示を受けた同店の店主
である在日朝鮮人の甘言により、海外に連れ出された後、北朝鮮に送り込まれたもの。

1978年（昭和53年）６月頃
不　明 李

リ・

恩
ウ

恵
ネ

拉致容疑事案

1987年（昭和62年）11月に発生した大韓航空機爆破事件の実行犯である金賢姫が、「北朝
鮮において、1978年（53年）から1979年（54年）ころに日本から拉致されてきた「李恩恵」
と称する日本人女性から、日本人になりすますための教育を受けた」、「李恩恵は「日本から
船で引っ張られてきた」と言っていた」と供述したことなどから明らかとなったもの。

1978年（昭和53年）７月
福井県小浜市

アベック拉致容疑
事案（福井）（注１） 

地村保志さん、濵本富貴惠さんが、デートに行くと言って自動車で外出したまま帰宅せ
ず、自動車だけが海岸付近の展望台で鍵を付けたままの状態で発見されたもの。

1978年（昭和53年）７月
新潟県柏崎市

アベック拉致容疑
事案（新潟）（注２）

蓮池薫さんが家族に自転車を借り、「ちょっと出かけてくる。すぐ帰る」と言って自宅
から出かけたまま消息を絶ち、奥土祐木子さんも、同僚に、「仕事が終わってからデー
トする」と言って勤務終了後勤務先を出たまま消息を絶ったもの。蓮池さんの乗ってい
た自転車は、海岸から数百メートル離れた図書館の前で発見された。

1978年（昭和53年）８月
鹿児島県日

ひ

置
おき

郡
アベック拉致容疑
事案（鹿児島）

市川修一さんが、増元るみ子さんを誘って浜に夕日を見に行くと言って外出したまま帰
宅せず、市川さんの乗っていた自動車は、同浜のキャンプ場付近で、扉の施錠がされた
状態で発見されたもの。増元さんも、市川さんと浜に夕日を見に行くと言って外出した
まま帰宅しなかった。

1978年（昭和53年）８月
新潟県佐渡郡

母娘拉致容疑事案
（注３）

新潟県真野町において、曽我ひとみさん、曽我ミヨシさん母娘が、買い物に行くと言っ
て自宅から出かけたまま消息を絶ったもの。

1980年（昭和55年）５月頃
欧　州

欧州における日本人
男性拉致容疑事案

欧州滞在中の石岡亨さん、松木薫さんが、それぞれ消息を絶ち、その後、石岡さんから家
族あてに届いた1988年（昭和63年）８月にポーランドで投かんされた手紙の中に、石岡
さん、松木さん、有本恵子さんの3人が北朝鮮に滞在している旨が記載されていたもの。

1980年（昭和55年）6月
宮崎県宮崎市 辛

シン・

光
グァンス

洙事件
1985年（昭和60年）６月に韓国当局の発表により発覚した事件で、北朝鮮工作員であ
る辛光洙らが、1980年（55年）６月、大阪府在住の原敕晁さんを宮崎県の青島海岸に
連れ出し、工作船で北朝鮮に拉致したもの（辛光洙の逮捕状を得て、国際手配。）。

1983年（昭和58年）７月頃
欧　州

欧州における日本人
女性拉致容疑事案

英国留学中の有本恵子さんが、1983年（昭和58年）10月ころに両親あてに配達された
コペンハーゲンからの手紙を最後に消息を絶ったもの。その後、同じく欧州から失踪し
た石岡亨さんから家族宛に届いた1988年（63年）８月にポーランドで投かんされた手
紙の中に、有本さんら３人が北朝鮮に滞在している旨が記載されていた（よど号犯人魚
本（旧姓・安部）公博の逮捕状を得て、国際手配。）。

注１～３： このうち、地村保志さん、濵本（現・地村）富貴惠さん、蓮池薫さん、奥土（現・蓮池）祐木子さん、曽我ひとみさんの５人が、
2002年（平成14年）10月、24年ぶりに帰国した。

北朝鮮による日本人拉致容疑事案の概要
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み
さ
ん
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
の
鑑
定
結

果
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
側
か
ら
提
出
さ
れ

た
、
松
木
薫
さ
ん
の
「
遺
骨
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
日
本
政
府

代
表
団
の
訪
朝
時
（
二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
九
月
）

に
日
本
側
に
提
出
し
た
骨
と
同
じ
場
所
に
保
管
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
当
初
よ
り
、
こ
れ
が
松
木
薫
さ
ん
本
人
の
「
遺

骨
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
念
の
た
め
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を
選
定
し
た

上
で
鑑
定
を
行
っ
た
結
果
、
関
係
警
察
よ
り
鑑
定
嘱

託
を
受
け
た
帝
京
大
学
よ
り
、
松
木
薫
さ
ん
の
も
の

と
は
異
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た
と
の
鑑
定
結
果

を
得
ま
し
た
。

　

な
お
、
警
察
は
、
既
に
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三

年
）
の
段
階
で
、
六
件
九
人
の
失
踪
事
案
に
つ
き
、

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。
国
会
に
お
い
て
も
、
同
年
二
月
に

一
件
一
人
、
同
年
三
月
に
五
件
八
人
、
同
年
四
月
に

六
件
九
人
の
事
案
に
つ
き
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容

疑
事
案
で
あ
る
旨
答
弁
し
、
北
朝
鮮
が
、
我
が
国
に

対
し
、
こ
う
し
た
主
権
侵
害
行
為
を
敢
行
し
て
い
る

疑
い
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
の
後
、
警
察
は
、
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

五
月
に
、
拉
致
容
疑
事
案
は
七
件
一
〇
人
と
判
断

し
、
二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
三
月
に
は
八
件
一
一

人
と
判
断
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
公
表
し
て
き
ま
し
た
が
、

同
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て

は
、
金
正
日
国
防
委
員
長
が
日
本
人
拉
致
を
認
め
る

と
と
も
に
、
北
朝
鮮
側
か
ら
、
拉
致
被
害
者
の
安
否

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
し
、
警
察
は
、
同
年
一

〇
月
、
拉
致
容
疑
事
案
は
一
〇
件
一
五
人
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で

き
な
い
事
案
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
鋭
意

所
要
の
捜
査
や
調
査
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
二
〇

〇
五
年
（
一
七
年
）
四
月
、
田
中
実
さ
ん
の
事
案
を

新
た
に
拉
致
容
疑
事
案
と
判
断
し
ま
し
た
。
本
事
案

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
捜
査
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の

拉致被害現場の状況（福井）

国際手配被疑者一覧（日本人拉致容疑事案関係）



２ 

北
朝
鮮
の
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変
化
を
背
景
と
し
た
再
捜
査
に
よ
り
、
複
数
の
証
人

等
か
ら
具
体
的
な
証
拠
を
新
た
に
入
手
す
る
に
至
っ

た
も
の
で
す
。

　

警
察
は
、
引
き
続
き
、
事
案
の
全
容
解
明
に
向
け
、

警
察
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
捜
査
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

一　
北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
工
作
活
動
の
概
要

　

我
が
国
は
、
朝
鮮
半
島
と
地
理
的
に
近
接
し
て
お

り
、
ま
た
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
六
○
万
人
を
超
え
る

韓
国
・
朝
鮮
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、北
朝
鮮

は
我
が
国
を
ス
パ
イ
活
動
の
重
要
拠
点
と
と
ら
え
、

こ
れ
ま
で
、
様
々
な
形
で
対
日
工
作
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
活
動
に
関
し
て

は
、
一
九
九
一
年
（
三
年
）
に
発
生
し
た
「
美
浜
事

件
」
や
二
〇
〇
一
年
（
一
三
年
）
に
発
生
し
た
「
九

州
南
西
海
域
工
作
船
事
件
」
に
お
い
て
、
船
体
、
船

内
か
ら
発
見
さ
れ
た
多
数
の
証
拠
品
等
に
よ
り
、
当

該
船
舶
を
北
朝
鮮
工
作
船
と
特
定
す
る
に
至
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
相
当
数
の
北
朝
鮮
工
作

船
が
我
が
国
の
領
海
内
に
侵
入
し
て
き
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
検
挙
事
例
や
そ
の
他
の
情
報

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
工
作

員
の
潜
入
・
脱
出
、
日
本
人
拉
致
等
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

北
朝
鮮
工
作
船
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
情
勢
の

緊
迫
化
を
反
映
し
て
、
今
後
も
、
我
が
国
周
辺
海
域

に
お
い
て
違
法
活
動
を
敢
行
す
る
こ
と
が
十
分
予
想

さ
れ
ま
す
。

二　
過
去
の
主
な
工
作
船
関
連
事
件
・
事
案

　
（
一
）
美
浜
事
件

　

一
九
九
〇
年
（
二
年
）
一
○
月
、
福
井
県
三
方
郡

美
浜
町
の
松
原
海
岸
に
船
籍
及
び
船
名
不
明
の
小
船

が
漂
着
し
ま
し
た
。

　

こ
の
漂
着
船
は
、
そ
の
形
状
、
装
備
品
、
乱
数
表
、

換
字
表
等
の
遺
留
品
の
状
況
か
ら
、
北
朝
鮮
工
作
員

が
潜
入
・
脱
出
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
北
朝
鮮
工
作

船
の
子
船
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

本
件
は
、
複
数
の
北
朝
鮮
工
作
員
に
よ
る
組
織
的

か
つ
計
画
的
な
不
法
出
入
国
事
件
と
判
断
さ
れ
、
北

朝
鮮
が
依
然
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
非
公
然
、
非
合

法
的
な
手
段
を
用
い
て
工
作
員
の
送
り
込
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
件
で
は
、
水
中
ス
ク
ー
タ
ー
様
の
物
体

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、二
〇
〇
一
年
（
一
三
年
）

三
月
に
富
山
県

黒
部
市
の
黒
部

川
河
口
付
近
で

も
同
物
体
と
極

め
て
酷
似
し
た

物
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
北
朝

鮮
工
作
員
が
こ

れ
を
使
用
し
て

我
が
国
に
潜
入

し
た
可
能
性
が

高
い
と
み
ら
れ

福井県美浜町松原海岸に漂着した北朝鮮工作船

発見された水中スクーター様の物体
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て
い
ま
す
。

（
二
） 
能
登
半
島
沖
不
審
船
事
案

　

一
九
九
九
年
（
一
一
年
）
三
月
、
二
隻
の
不
審
船

が
能
登
半
島
沖
の
我
が
国
領
海
内
で
発
見
さ
れ
、
こ

れ
に
対
し
、
海
上
保
安
庁
及
び
海
上
警
備
行
動
の
発

令
を
受
け
た
海
上
自
衛
隊
は
、
停
船
命
令
、
威
嚇
射

撃
等
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
無
視
し
て
二
隻
の

不
審
船
は
高
速
で
逃
走
し
ま
し
た
。

　

こ
の
不
審
船
は
、
既
に
漁
船
原
簿
か
ら
抹
消
さ
れ

た
日
本
漁
船
名
や
別
の
海
域
で
操
業
中
の
日
本
漁
船

名
を
使
用
す
る
な
ど
、
巧
妙
に
日
本
漁
船
に
偽
装
し

た
も
の
で
あ
り
、
逃
走
後
、
北
朝
鮮
北
部
の
港
湾
に

到
達
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
総
合
的
な

分
析
か
ら
、
北
朝
鮮
の
工
作
船
で
あ
っ
た
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
不
審
船
事
案
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
工
作
船
活

動
の
脅
威
を
目
に
見
え
る
形
で
我
が
国
に
強
く
印
象

付
け
ま
し
た
。

（
三
）
九
州
南
西
海
域
工
作
船
事
件

　

二
〇
〇
一
年
（
一
三
年
）
一
二
月
、
九
州
南
西
海

域
に
お
い
て
不
審
船
が
発
見
さ
れ
、
海
上
保
安
庁
の

巡
視
船
等
が
追
跡
、
停
船
命
令
及
び
威
嚇
射
撃
を
行

い
ま
し
た
が
、
同
不
審
船
は
逃
走
を
続
け
た
上
、
自

動
小
銃
及
び
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
様
の
も
の
で
巡

視
船
に
攻
撃
を
加
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
巡
視
船
が
正
当
防
衛
の
た
め
の
射

撃
を
実
施
し
、
そ
の
後
こ
の
不
審
船
は
沈
没
し
ま
し

た
。

　

こ
の
船
舶
は
、
二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
九
月
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
船
体
か
ら
、
北
朝
鮮
工
作
員

が
潜
入
・
脱
出
に
使
用
す
る
た
め
の
道
具
や
極
め
て

殺
傷
力
、
破
壊
力
の
強
い
武
器
が
多
数
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
こ
の
船
舶
を
北
朝
鮮
工
作
船

と
特
定
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）

三
月
、
乗
組
員
一
〇
人
を
殺
人
未
遂
等
の
容
疑
で
検

察
庁
に
送
検
し
ま
し
た
。

　

本
事
件
に
よ
り
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
重
武
装
化
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
周
辺
海

域
に
お
け
る
工
作
船
活
動
が
、
我
が
国
の
安
全
に
甚

大
な
脅
威
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

九州南西海域工作船事件（海上保安庁提供）

九州南西海域工作船事件の武器（海上保安庁提供）
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北
朝
鮮
は
、
朝
鮮
戦
争
以
降
、
南
北
軍
事
境
界
線

を
挟
ん
で
韓
国
と
軍
事
的
に
対
峙じ

し
て
お
り
、
韓
国

に
対
す
る
テ
ロ
活
動
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
ま
で
に
、

世
界
各
地
で
工
作
員
等
に
よ
る
テ
ロ
事
件
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
米
国

務
省
は
、
キ
ュ
ー
バ
、
イ
ラ
ン
、
リ
ビ
ア
、
ス
ー
ダ

ン
、シ
リ
ア
と
と
も
に
、北
朝
鮮
（
一
九
八
八
年
（
昭

和
六
三
年
）
か
ら
継
続
）
を
「
テ
ロ
支
援
国
家
」
の

一
つ
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

一　
韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
襲
撃
未
遂
事
件

　

一
九
六
八
年
（
四
三
年
）
一
月
、
韓
国
軍
人
に
偽

装
し
て
同
国
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ

三
一
人
が
、
朴パ

ク

正・
チ
ョ
ン
ヒ煕

韓
国
大
統
領
ら
韓
国
要
人
の
暗

殺
を
企
図
し
て
、
韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
付

近
の
路
上
で
韓
国
当
局
と
銃
撃
戦
を
行
い
、
韓
国
側

に
多
数
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
武
装
ゲ
リ

ラ
の
ほ
と
ん
ど
が
韓
国
当
局
に
射
殺
さ
れ
、
一
人
が

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

二　
ビ
ル
マ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
事
件

　

一
九
八
三
年
（
五
八
年
）
一
〇
月
、
ビ
ル
マ
（
現

ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ

三
人
が
、
同
国
を
親
善
訪
問
中
の
全

チ
ョ
ン

斗・
ド
ゥ
フ
ァ
ン煥
韓
国
大
統

領
ら
の
暗
殺
を
企
図
し
、
訪
問
先
で
あ
る
「
ア
ウ
ン

サ
ン
廟

び
ょ
う

」
に
お
い
て
爆
弾
テ
ロ
を
引
き
起
こ
し
、
韓

国
外
務
部
長
官
ら
二
一
人
が
死
亡
し
、
負
傷
者
は
四

〇
人
を
超
え
ま
し
た
。

三　
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

　

一
九
八
七
年
（
六
二
年
）
一
一
月
、
日
本
人
名
義

の
偽
造
旅
券
を
所
持
し
た
北
朝
鮮
工
作
員
の
金キ

ム

勝・
ス
ン
イ
ル一

と
金キ

ム

賢・
ヒ
ョ
ン
ヒ

姫
が
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
発
ア
ブ
ダ
ビ
、
バ
ン
コ

ク
経
由
ソ
ウ
ル
行
き
の
大
韓
航
空
機
八
五
八
便
に
時

限
爆
弾
を
仕
掛
け
、
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
向

か
う
途
中
の
ビ
ル
マ
南
方
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
上
空
で

爆
破
さ
せ
、
乗
員
乗
客
一
一
五
人
全
員
を
殺
害
し
ま

し
た
。
金
賢
姫
の
供
述
等
か
ら
、
同
人
ら
は
、
朝
鮮

労
働
党
対
外
情
報
調
査
部
に
所
属
し
、
北
朝
鮮
に
お

い
て
、「
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
八
八
年

（
六
三
年
）
九
月
）
を
妨
害
す
る
た
め
大
韓
航
空
機

を
爆
破
せ
よ
」
と
の
指
令
を
受
け
、
犯
行
に
及
ん
だ

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

四　
最
近
の
動
向

　
「
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
」
以
後
、
北
朝
鮮
の

関
与
が
明
ら
か
な
テ
ロ
事
件
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）
九
月
、
韓
国
北
東

部
で
北
朝
鮮
の
潜
水
艇
が
座
礁
し
、
乗
艦
し
て
い
た

武
装
工
作
員
ら
が
韓
国
領
土
内
に
侵
入
す
る
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。（
武
装
工
作
員
の
一
部
は
付
近
の

山
中
で
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
一

部
は
韓
国
軍
と
の
銃
撃
戦
の
上
射
殺
さ
れ
ま
し
た
。）

一
九
九
八
年
（
一
〇
年
）
六
月
に
は
、
韓
国
領
海
内

に
侵
入
・
漂
流
し
た
潜
水
艇
内
か
ら
、
九
人
の
遺
体

と
北
朝
鮮
の
自
動
小
銃
等
が
発
見
さ
れ
る
事
件
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

３ 
北
朝
鮮
に
よ
る

　

 　
主
な
テ
ロ
事
件

金賢姫の偽造パスポート（時事）
潜水鑑侵入事件（1998年（平成10年）６月、
韓国）（共同）
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我
が
国
で
は
、
戦
後
約
五
〇
件
に
及
ぶ
北
朝
鮮
関

係
の
諜

ち
ょ
う

報
事
件
が
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
、
最
近
検
挙
さ
れ
た
事
件
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一　
新
宿
百
人
町
事
件
（
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二

年
）
検
挙
）

　

工
作
員
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
と
日
本

人
が
、
北
朝
鮮
で
ス
パ
イ
訓
練
を
受
け
た
後
、
日
本

等
で
韓
国
人
に
対
す
る
獲
得
工
作
及
び
財
政
工
作
を

行
っ
て
い
た
ス
パ
イ
事
件
で
す
。

　

朝
鮮
総
聯れ

ん

の
元
活
動
家
Ａ
は
、
一
九
七
九
年
（
昭

和
五
四
年
）
こ
ろ
に
北
朝
鮮
工
作
員
と
し
て
採
用
さ

れ
、
韓
国
の
軍
・
政
財
界
関
係
者
や
在
日
韓
国
人
に

対
す
る
工
作
活
動
に
従
事
し
、
一
九
九
七
年
（
平
成

九
年
）
こ
ろ
か
ら
五
年
間
で
多
額
の
工
作
資
金
を
集

め
る
財
政
工
作
を
自
ら
計
画
し
て
一
部
を
実
行
す
る

と
と
も
に
、
宗
教
活
動
の
名
目
で
、
韓
国
に
長
期
間

抑
留
さ
れ
て
い
る
囚
人
の
北
朝
鮮
へ
の
即
時
送
還
に

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
人
Ｂ
は
、
北
朝
鮮
か
ら
指
示
を
受
け

て
、
在
韓
地
下
党
組
織
の
機
関
紙
の
普
及
工
作
等
を

計
画
し
て
一
部
を
実
行
に
移
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
や
各
界
著
名
人
に
接
近
し
、
国
内

で
情
報
収
集
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
宗
教
活
動
の

名
目
で
訪
韓
し
、
同
国
に
長
期
間
抑
留
さ
れ
て
い
る

囚
人
の
北
朝
鮮
へ
の
即
時
送
還
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

警
視
庁
は
、
二
〇
〇
〇
年
（
一
二
年
）
一
一
月

二
一
日
、
Ａ
を
詐
欺
で
、
Ｂ
を
電
磁
的
公
正
証
書
原

本
不
実
記
録
等
で
検
挙
し
ま
し
た
。

二　
東
中
野
事
件
（
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）

検
挙
）

　

朝
鮮
総
聯
元
幹
部
Ｃ
が
、
北
朝
鮮
に
お
い
て
ス

パ
イ
訓
練
を
受
け
た
後
、
韓
国
に
対
す
る
諸
工
作
を

行
っ
て
い
た
ス
パ
イ
事
件
で
す
。

　

Ｃ
は
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
○
年
）
こ
ろ
か

ら
、
朝
鮮
労
働
党
統
一
戦
線
部
の
直
接
指
導
を
受

け
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
こ
ろ
か
ら
本
格
的

な
ス
パ
イ
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
一
九
九
三
年
（
五

年
）
に
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工
作
拠
点
の
責
任
者

と
し
て
、
他
の
活
動
家
を
指
揮
す
る
立
場
に
な
り
ま

し
た
。

　

Ｃ
は
、朝
鮮
労
働
党
の
指
令
に
基
づ
き
、我
が
国
を

拠
点
と
し
て
、
韓
国
に
対
す
る
様
々
な
情
報
収
集
活

動
や
工
作
活
動
、
例
え
ば
、
韓
国
ス
パ
イ
網
の
設
置
、

あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
や
軍
へ
の
工
作
活
動
と
い
っ
た

い
わ
ゆ
る
対
韓
工
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

朝
鮮
労
働
党
か
ら
の
指
令
は
、
我
が
国
に
入
国
し

た
万マ

ン
ギ
ョ
ン
ボ
ン

景
峰
九
二
号
の
船
長
を
通
じ
て
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
朝
鮮
労
働
党
の
幹
部
が
同
船
で
来
日
し
た

場
合
は
、
同
船
内
で
直
接
指
令
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

警
視
庁
は
、
二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）
二
月
二
八

日
、
Ｃ
を
公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
及
び
同
行
使
並

び
に
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
入
管

法
」
と
い
う
。）
違
反
で
検
挙
し
ま
し
た
。

４ 
最
近
検
挙
し
た

　

  
北
朝
鮮
の
ス
パ
イ
事
件

厳重な警備の中、入港する万景峰92号（共同）
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三　
布
施
寿
町
事
件（
二
〇
〇
四
年（
平
成
一
六
年
）

検
挙
）

　

在
日
韓
国
人
Ｄ
が
、
北
朝
鮮
工
作
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
韓
国
及
び
日
本
に
対
す
る
諸
工
作
を
行
っ
て

い
た
ス
パ
イ
事
件
で
す
。

　

Ｄ
は
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）、
朝
鮮
労
働

党
に
入
党
し
、
一
九
七
〇
年
（
四
五
年
）
に
、
第
三

国
の
北
朝
鮮
大
使
館
で
三
日
間
に
わ
た
っ
て
本
格
的

な
ス
パ
イ
教
育
を
受
け
、
北
朝
鮮
工
作
員
と
し
て
の

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
一
九
七
三
年
（
四
八
年
）
に

は
、
工
作
船
を
利
用
し
て
我
が
国
と
北
朝
鮮
間
の
潜

入
・
脱
出
を
敢
行
し
、
北
朝
鮮
要
人
と
の
接
触
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
諜
報
指
令
通
信
や
我
が
国

に
入
港
し
た
北
朝
鮮
船
舶
内
で
の
接
触
等
に
よ
り
、

工
作
指
令
を
受
け
、
在
日
韓
国
人
等
の
包
摂
と
思
想

教
育
、
韓
国
の
政
官
界
要
人
に
対
す
る
働
き
掛
け
、

我
が
国
の
地
方
議
会
事
務
局
を
通
じ
た
議
会
・
議
員

工
作
等
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
国
で

活
動
す
る
た
め
に
、
知
人
の
日
本
人
の
戸
籍
を
使
っ

て
知
人
名
義
の
日
本
旅
券
を
不
正
に
取
得
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ｄ
の
自
宅
か
ら
本
人
名
義
の
北

朝
鮮
旅
券
、
韓
国
旅
券
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
警
察
は
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）

一
〇
月
一
二
日
、
Ｄ
を
入
管
法
違
反
及
び
外
国
人
登

録
法
違
反
で
検
挙
し
ま
し
た
。

Ｄが所持していた３種類のパスポート（共同）

万景峰92号を介した工作活動を報道する各紙
（2003年（平成15年）１月29日、朝日新聞・東京新聞・読売新聞）


